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■青年技術者のことば

今まで携わったプロジェクトにお

いて一貫して大切にしてきたこと

を二つ挙げさせていただきます。

一つは、建物を建てる場所の記憶

や歴史を尊重しながらも、新しい

価値を織り込むチャレンジをする

ことです。先人の手法やデザイン

をただ模倣するだけでなく、「同

時代が求める創造」を空間に組み

込むことを常に意識してきまし

た。しかし、過去の素晴らしい遺

産がそうであったように、その背

景には技術に裏付けられた丁寧な

検討と試行が不可欠です。安全で

使いやすく長持ち、そして美しい

という建築に求められる「用強

美」の当たり前の原則を常に問い

続けています。

もう一つは建築という「ものづく

り」によって敷地や状況のもつ価

値を最大化する努力を怠らないと

いうことです。クライアントや設

計チーム、施工者など立場や考え

方の違う人々との丁寧な対話に基

づいて建物を据えることで、周辺

環境の価値を最大化、あわよくば

反転すらできる力を建築は持って

います。そんなとき、「ものづく

り」がそれぞれの立場の人間をつ

なぐ共通言語となることは間違い

ありません。「ものづくり」を通し

てあらゆる立場の人間がつながっ

ていく。これこそ建築のダイナミ

ズムであり、自分自身が設計に携

わる大きな理由になっています。

これらの思いを胸に、今後も社会

の資本となるより良い建築を問い

続け、その為の研鑚を続けていき

たいと考えています。
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